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【相談援助部門】 

 

【平成 29年度 相談援助部門目標】 

♦入所待機者及び新規利用者の獲得と安定した稼動率維持に努める。 

♦入所から退所までの間、多職種協働の中核として業務し、より良いサービス提供が出来る事業所を目指す 

♦利用者の生活がより豊かになるよう、地域コミュニティーの協力を賜りながら、塩田ホーム職員として活動する。 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

＜平成 29年度 活動の成果＞ 

【相談援助部門における支援向上について】 

①  活動は前年度と比べ充実した内容になっていましたが、記録や報告に課題が残りました。入所とショートの担当者

で、稼働率を意識しながらコミュニケーションを図り稼働率の維持、向上が図れた年度であったと感じます。定期的

な部門会議を開催することが不足していたことが、課題にもなっていたため、３０年度の事業計画を確認しながら

日々の業務をすすめて、部門会議や部門研修を充実させていきます。また送迎ドライバーへの指導を充実させ専

門職性の向上に資する研修を繰り返してきます。 

②  行事に関しては誰もが同じレベルで進めることが出来ないので、今まで主たる担当をしていた職員の指導や助言

のもと進めてきました。担当制ですすめていきますが重要な事が欠如しないように、更に細やかな配慮が行き届い

た行事開催となるように確認作業を怠らないようにしていきます。担当者の感性や職員の応用力を発揮できるような

レクリエーションを実践したいと考えます。 

③  全てが同じ退所支援はなく、日々のお電話や面会時の１歩踏み込んだコミュニケーションが退所時に活かされるこ

とがあると実感した年度でした。退所の検討会議時に振り返り、事例を積み重ねて次の支援に活かしていけるように

なりました。 

【生活相談員独自の支援向上について】 

①  物事が各部署の都合で決まらないように気をつけました。若年性認知症の方の支援を通してご本人やご家族の気

持ちに寄り添って支援をしていくことが出来るようになりました。内容によっては温度差が生じることがあり、多職種の

役割や機能を活かし合うことが必要と感じております。 

② 初めて具体的に地域に置ける公益的な活動を意識した年度でした。市社協と地区社協の方と連携を図ることで私

たちが出来ることや地域が福祉施設に求めていることが少しずつ感じ取れるようになって来ました。塩田ホームの行

事に地域の方をお招きすすることや通例のこと以外の内容で地域の方とつながる場面が多くなりました。地域の行

事に塩田ホームが参加させていただく機会が増えました。 

 

施設ケアマネ独自

の支援向上

について

①ケアマネージャーとして専門的知識・技術の向上に努める。

②利用者・家族の意向を反映しＱＯＤに向けた看取りケアの展開に努める。
③利用者が自分らしい生活を最期まで続けられるよう、家族・他職種協働で連携を図り、個別援助を展開する。

④利用者・家族が担当者会議へスムーズに出席できるよう、可能な限り日程調整を行い、担当者会議の充実を目指す。
⑤新規加算算定（認知症専門ケア加算Ⅰ）に向けた準備を進める。

生活相談員独自
の支援向上

について

相談援助部門にお
ける支援向上につ

いて

①業務報告及び業務改善、稼働率確認、市の取り組み等に関して、定期的な部門会議を開催する。

②各施設行事に関しては担当制とし、行事委員会と連携を取りながら、外部団体との連絡調整を行う。
③利用者や家族の要望・意見に対し、真摯に向き合い、来たる最期の時を迎えるまで懇切丁寧な支援をする。

④実習生・ボランティア受け入れ窓口部署として、誰もが都度対応できるようになる。

①配置変更後も利用者・家族に対して継続的な相談援助支援を実施できるよう、職員間で業務伝達と情報共有を行う。

②利用者を中心に他職種協働において、各専門職の考え・意見を踏まえ、常にその時の最善な方向性へ導き対応する。
③社会資源の模索（市社協・田名地区社協等）と活用及び田名塩田地域住民との協議・連携を強化し、イベント運営を行う。

④高齢協の生活相談員会出席により、相模原市内の実態把握と理解に努めると同時に、他施設生活相談員との交流の場として積極的な意見
交換等を実施する。
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【施設ケアマネ独自の支援向上について】 

① ケアマネ自身の自己研鑚に努め、実際に支援する介護職員に向けての認知症ケアについて勉強会を開くことがで

きたが、介護職員の参加率が良くなかった。勉強会に参加した職員から不参加の職員にも伝達できるよう、ユニット

会議等を利用しています。 

相模原市主催のケアマネ研修(権利擁護・成年後見制度)や、認知症予防の研修に参加し、振り返りや知識を習得

することができました。 

② 最期まで塩田ホームでの生活を希望される方が増え、看取り介護の開始時期が遅いケースが多かった。ご家族に

看取り介護開始時期についても、説明がうまく伝わらないケースもあった。ご家族の思いを受け止め、ホームででき

ること、看取り介護について丁寧な説明を行うことで「塩田ホームでよかった」と思っていただけるようなきめ細やかな

支援に努めていきたい。 

従来型では 10名の看取り介護を実施し、多職種協働で連携を図り、本人・ご家族の意向に沿った支援を実施する

ことができました 

ユニット型では 7名の看取り介護を実施し、ユニット職員を中心に、ご家族と共に関わることの大切さを理解し、ご家

族の思いや悲しみに寄り添い、ご利用者にできる限り疼痛や不安なく過ごして頂くことができました。 

③ ご利用者らしい生活を送っていただくために、ご利用者だけでなく、ご家族からの情報（生活歴）を得ることで、ご利

用者の思いをくみ取り、今後も代弁者として他職種協働で連携をとっていきたい。 

④ 平日の日中の担当者会議には出席できないが、土・日等ご家族が出席できる日をできる限り、受け入れ、紙ベース

の同意をいただくのではなく、参加して頂くことで、ご本人・ご家族の意向を引き出していきたい。 

従来型担当者会議については、ご家族にできる限り参加して頂けるよう、日程調整を行ったが、出席率 34％と 

例年通りの結果となりました。新館担当者会議については、平日以外に実施する等の調整を行いましたが、2月、3

月にインフルエンザ発生のため、ご家族の参加をご辞退いただく結果になり、出席率 60％となり例年より出席率が

低くなりました。  

 

 

平成 29年度 かながわライフサポート事業報告 

【主な活動内容】 

・平成 29年 5 月 11 日～3 日間 1名の職員が第 9期コミュニティソーシャルワーカー養成研修を受講して修

了いたしました。 

・平成 29年 10月 10日 1名の職員が事例検討会に参加致しました。 

・平成 29年 11月 30 日～3 日間 1名の職員が第 10 期コミュニティソーシャルワーカー養成研修を受講して

終了いたしました。 

 

【成果まとめ】 

研修を通してソーシャルワークの視野が広がりました。介護保険事業所で従事していると関連する法制度の中

で考えてしまうことがあるが、ＣＳＷの養成研修を通じて、何の法制度に該当しない方が支援を必要としている

事例があることを知りました。 

次年度は新たにもう 1名の職員が養成研修を受講します。事例検討会等にも参加して他事業所の事例を知る

ことや情報交換をおこない、いつでも対応できるように準備していきたいです。 
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本館 新館 全体 本館 新館 全体 本館 新館 全体

4月 93.3 99.2 96.25 84.71 86.12 85.415 788.6 800.9 794.75
5月 91.5 93.8 92.65 84.82 86.15 85.485 824.6 824.4 824.5
6月 90.8 91.4 91.1 84.4 85.97 85.185 810 761.7 785.85
7月 95.5 92.4 93.95 85.22 86.21 85.715 777 789.3 783.15
8月 90.6 91.8 91.2 85.06 86.07 85.565 775.5 811.3 793.4
9月 87.3 94.4 90.85 84.34 86.34 85.34 808.3 806.2 807.25
10月 93 94.1 93.55 83.87 85.71 84.79 804 782.3 793.15
11月 97.9 97.9 97.9 83.46 85.56 84.51 789.6 750.3 769.95
12月 98 94.8 96.4 83.87 85.29 84.58 811.7 780.6 796.15
1月 97.8 93.2 95.5 83.87 85.19 84.53 825.4 795.5 810.45
2月 96.9 89.8 93.35 83.75 84.61 84.18 836.5 785 810.75
3月 97.8 88.6 93.2 83.71 83.63 83.67 819.6 778.5 799.05

年間平均 94.2 93.4 93.80% 84.74 86.16 85.45 805.9 788.83 797.37

入所率（％） 平均年齢（歳） 平均在籍日数（日）

平成29年度　月別入所稼働率・平均年齢・平均在籍日数

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

4月 161 356 18 161 390 19 90 270 12 49 3.9 1428

5月 186 341 17 155 362 18 93 310 13 48 3.9 1447

6月 180 333 18 150 340 17 90 296 13 48 3.9 1389

7月 186 372 18 168 363 19 93 328 14 51 3.9 1510

8月 186 372 20 155 319 16 65 294 13 49 3.9 1391

9月 210 332 19 160 303 17 60 270 11 47 3.8 1335

10月 217 393 20 186 335 18 62 277 11 49 3.8 1470

11月 210 433 22 180 348 18 60 267 11 51 3.8 1498

12月 217 483 23 186 372 18 62 248 10 51 3.7 1568

1月 217 434 21 186 399 20 62 279 11 52 3.8 1577

2月 196 392 21 168 336 18 43 250 12 51 3.8 1385

3月 217 423 21 186 391 19 62 279 11 51 3.8 1558

合計 0 0 0 0 0 0 2383 4664 238 2041 4258 217 842 3368 142 49.75 3.83 17556

実人数
延べ人数

実人数実人数
延べ人数

実人数
延べ人数

実人数
延べ人数

平成29年度塩田ホーム(従来型)　要介護度別利用者推移

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５
在籍
実人数

平均
介護度

延べ
人数
合計

延べ人数

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

4月 60 2 150 378 18 90 480 19 90 210 10 49 3.8 1458

5月 62 2 155 313 16 93 495 20 93 214 10 48 3.8 1425

6月 60 60 4 90 331 15 60 472 18 90 180 9 46 3.7 1343

7月 62 62 4 93 372 15 62 496 18 93 163 9 46 3.7 1403

8月 62 62 4 93 372 15 31 496 17 124 155 9 45 3.7 1395

9月 60 60 4 120 357 16 0 499 17 120 171 10 47 3.7 1387

10月 62 62 4 151 341 17 9 526 19 124 155 9 49 3.7 1430

11月 60 60 4 180 330 17 43 527 20 120 120 8 49 3.7 1440

12月 62 62 4 155 384 18 62 496 18 155 124 9 49 3.7 1500

1月 62 62 4 145 380 18 62 457 18 155 154 10 50 3.7 1477

2月 56 56 4 112 360 18 56 392 16 140 126 11 49 3.7 1298

3月 62 62 4 124 409 18 70 425 17 124 183 10 49 3.7 1459

合計 0 0 0 608 730 44 1568 4327 201 638 5761 217 1428 1955 114 48 3.72 17015

平成29年度塩田ホーム(ユニット型)　要介護度別利用者推移

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 在籍
実人数
数

平均
介護度

延べ
人数
合計

延べ人数
実人数

延べ人数
実人数実人数

延べ人数
実人数

延べ人数
実人数

延べ人数



5 

 

過去の特養実績値との比較（従来型・ユニット型合計値で比較） 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

（入所率） 94.0％ 94.2％ 94.7％ 93.8％ 

（平均年齢） 86.22歳 88.1歳 85.45歳 85.45歳 

（平均在籍日数） 1424.5日 1270.2日 1132.8日 797.37日 

（平均介護度 年度末時点比較） 新館 3.72 

本館 3.68 

新館 3.79 

本館 3.78 

新館 3.86 

本館 3.88 

新館 3.72   

本館 3.83  

 

 

＜平成 29年度特養 新規入所者一覧＞ 

 

 

     

平成29年度　新館入所者一覧 平成29年度　本館　入所者一覧

Ｎｏ． 性別 年齢 介護度 入所年月日 Ｎｏ． 性別 年齢 介護度 入所年月日

1 女性 83 3 2017.4.12 1 男性 76 3 2017.4.20

2 女性 85 3 2017.6.9 2 女性 89 3 2017.4.3

3 女性 79 3 2017.6.10 3 女性 75 4 2017.6.21

4 女性 88 3 2017.6.21 4 女性 81 3 2017.6.28

5 女性 89 4 2017.9.12 5 女性 89 5 2017.7.1

6 女性 91 5 2017.9.8 6 男性 97 4 2017.7.19

7 男性 73 3 2017.10.6 7 女性 97 5 2017.7.3

8 男性 78 4 2017.10.23 8 女性 94 4 2017.7.31

9 女性 87 4 2017.10.27 9 男性 94 5 2017.8.5

10 男性 78 3 2017.10.31 10 女性 69 3 2017.8.9

11 女性 103 4 2017.11.7 11 男性 78 4 2017.9.21

12 男性 87 4 2017.11.18 12 女性 92 4 2017.9.25

13 女性 86 3 2017.12.20 13 女性 55 3 2017.9.29

14 女性 76 4 2018.1.15 14 女性 80 3 2017.10.11

15 女性 86 3 2018.2.14 15 女性 78 4 2017.10.16

16 女性 75 5 2018.2.17 16 女性 76 3 2017.10.23

17 女性 85 5 2018.2.27 17 女性 81 3 2017.11.6

18 女性 79 3 2018.3.26 18 女性 79 4 2017.11.13

19 女性 83 3 2017.11.13

20 女性 85 3 2017.12.14

21 女性 79 4 2018.1.18

22 女性 73 5 2018.2.19

23 男性 82 3 2018.3.1

24 女性 79 3 2018.3.8
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 【新規特養入所者データ（平成 26年度から平成 29年度）】 

新館（ユニット型） 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

男性 2人 3人 7人 4人 

女性 11人 1人 8人 14人 

平均年齢 86.53歳 82.0歳 83.60歳 83.77歳 

平均介護度 3.53 3.75 3.40 3.67 

 

本館（従来型） 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

男性 4人 5人 8人 5人 

女性 13人 10人 19人 19人 

平均年齢 84.0歳 83.6歳 84.22歳 81.7歳 

平均介護度 3.64 3.67 3.85 3.67 

 

 

 

  

【平成 29 年度入所支援の振り返り】 

平成 29 年度に 42 名の方が新規入所となりました。 

塩田ホームに入所された方の内訳は、 

① 塩田ホームのショートステイを定期利用、利用実績のある方 15 名 

② 医療機関から入所された方 11 名 

③ 介護老人保健施設から入所された方 3 名 

④ ご自宅で生活されていた方 5 名 

⑤ お泊りデイから入所された方 2 名 

⑥ 他施設のショートステイを長期に利用されていた方 4 名 

⑦ サービス付き高齢者住宅から移った方 2 名 

となっております。 

 

医療機関から退院時に合わせショートステイを利用されるケースが多く見受けられます。また入院

中に早い段階で施設申込をされる方も多く、退院と同時に施設に入所となるケースが多くなってお

り、医療機関と生活相談員との連携を図る機会が多くなりました。また、塩田ホームは精神科医師定

期的療養指導加算を算定していることもあり、精神科の病院からの問い合わせが多い印象がありま

す。居宅サービスを利用しながらもご自宅に戻らない形で何らかのサービスを継続して利用し施設入

所に至るケースが多くなっております。 

近年、相模原市では施設の数が増えましたが、ほとんどがユニット型の施設のため、また男性の多

床室のベッド数が少ないため、男性の従来型多床室の待機者が多くおります。そのため平成 29 年度は

女性多床室を 1 床減らし、男性多床室を 1 床増やすなど試みています。 

新規入所の認知症高齢者日常生活自立度のⅢａ以上の割合は年間平均で従来型多床室が 85％でユニ

ット型特養は 83％であり、認知症高齢者が継続して多く入所された年度となています。そのニーズに

お応えするために多職種で協働して認知症介護のスキルアップを継続して図っていきます。 
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1 女性 88 3 ֒ H26.4.1 H29.4.29 1124

2 女性 95 3 ֒ H29.2.1 H29.5.3 91

3 女性 83 5 ֒ H26.4.1 H29.5.5 1130

4 女性 90 4 ֒ H26.8.19 H29.5.25 1010

5 女性 80 5 ֒ H26.4.1 H29.5.28 1153

6 男性 79 4 ֒ H28.11.24 H29.5.31 188

7 女性 96 5 ֒ H26.4.1 H29.7.8 1194

8 女性 83 3 ֒ H29.6.17 H29.9.27 102

9 女性 94 5 ֒ H26.4.1 H29.9.28 1276

10 女性 101 4 ֒ H26.4.1 H29.10.25 1303

11 女性 101 5 ֒ H26.4.1 H29.10.31 1309

12 女性 103 4 ᷀ὁⱥₒ H29.11.17 H29.11.23 6

13 女性 94 4 Њ H29.1.10 H30.1.6 361

14 女性 92 3 ֒ H26.4.1 H30.1.8 1378

15 男性 87 3 ֒ H28.3.14 H30.1.21 678

16 女性 90 5 Њ H29.9.12 H30.1.30 140

17 女性 82 3 ֒ H26.4.1 H30.2.9 1410

18 男性 88 4 ֒ H29.11.18 H30.3.8 110

19 女性 83 4 ֒ H28.6.7 H30.3.22 653

20 女性 91 5 ֒ H29.9.8 H30.3.28 201

29 ( )⁷ ꜚ♬♇♩

90.0

741 日

施設にて死去 65.0%

病院にて死去 20.0%

長期加療 10.0%

在宅復帰 5.0%

退所先
比率
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1 男性 83 4 ⌐≡ H27.12.14 H29.4.11 484

2 女性 82 4 ⌐≡ H28.6.18 H29.5.2 318

3 女性 97 4 ⌐≡ H24.7.10 H29.5.19 1774

4 女性 86 5 ⌐≡ H27.5.26 H29.6.26 762

5 女性 88 5 ⌐≡ H28.9.1 H29.7.20 322

6 女性 84 4 ⌐≡ H24.7.9 H29.7.24 1841

7 女性 98 4 ⌐≡ H28.4.14 H29.7.28 470

8 男性 72 5 H28.6.7 H29.7.31 419

9 男性 94 5 ⌐≡ H29.8.5 H29.8.7 2

10 女性 85 5 ⌐≡ H26.12.13 H29.8.15 976

11 女性 89 4 ⌐≡ H29.3.2 H29.8.16 167

12 女性 89 3 ⌐≡ H29.4.5 H29.8.19 136

13 女性 75 4 H29.6.21 H29.8.24 64

14 女性 94 4 ⌐≡ H29.7.31 H29.9.27 58

15 女性 101 5 ⌐≡ H28.2.15 H29.10.29 622

16 女性 70 5 ⌐≡ H28.9.12 H29.11.27 441

17 女性 76 4 ∕─ H29.10.23 H30.1.30 99

18 女性 90 4 ⌐≡ H25.9.2 H30.1.30 1611

19 男性 82 5 ⌐≡ H26.2.25 H30.2.15 1451

20 女性 86 5 ⌐≡ H27.6.25 H30.2.16 967

21 女性 84 3 ⌐≡ H29.11.13 H30.3.19 126

22 女性 55 3 H29.9.29 H30.3.27 179

29 ( )⁷

84.55

604 日

施設にて死去 72.8%

病院にて死去 9.1%

長期加療 13.6%

その他 4.5%

退所先
比率
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 【特養退所者データ（平成 26年度から平成 29年度）】 

新館（ユニット型） 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

男性 2人 0人 6人 3人 

女性 10人 6人 9人 17人 

平均年齢 89.83歳 87.67歳 86.07歳 90.0歳 

退所者平均在籍日数 1079日 1883日 949日 741日 

 

本館（従来型） 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

男性 6人 3人 5人 4人 

女性 13人 12人 21人 18人 

平均年齢 85.53歳 88.13歳 86.5歳 84.55歳 

退所者平均在籍日数 1016日 1507日 966日 604日 

 

 

 

 

【平成 29 年度退所支援の振り返り】 

平成 29 年度は近年の中で退所支援の多い年となりました。 

その背景としては長年利用されていた方が加齢に伴い相次いでご逝去された事に合わせ、

重度の新規入所の方が短期間でご逝去されたことがあったと考えます。実際に末期癌で終末

期の方をご案内し、2 日間の利用期間で終了したケースもありました。 

また、長年ご自宅で介護されてきたご家族が、入所 1 週間程度で「やっぱり最期は自分が

介護したい」というご意向があり、在宅復帰に至ったケースもございました。 

最近の傾向としては、急性期の医療機関から入所される方も増えており、病状が不安定な

状態もあるなかで退所される方が多く、入所の支援が退所支援に追いつかない時期もありま

したが、結果としては前年度と同等の稼働率となりました。平成 30 年度は入所担当の相談員

が 2 名体制となりましたので時代背景を読み取り、多様なニーズにお応えできる準備を進

め、空床期間を短くし、多くの方に利用して頂けるように努めてまいります。 
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ショートステイ利用実績の推移 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

ユニット型短期 総利用率（18床） 79％ 78.8％ 86.1％ 86.0％ 

従来型短期 総利用率（2床） 113％ 95.7％ 124.0％ 109％ 

ユニット型短期 延べ利用日数 5122 5164 5577 5561 

従来型短期 延べ利用日数 745 698 893 783 

ユニット型短期 平均介護度 2.9 2.8 3.1 3.0 

従来型短期 平均介護度 3.5 4.0 3.1 3.3 

ユニット型短期 1日平均利用者数（18床） 13.8 14.2 15.5 15.3 

従来型短期 1日平均利用者数（2床） 1.6 1.6 2.5 2.1 

 

  

新館（ユニット型）ショートステイ≪18床　併設・空床≫

新館 日数 利用枠 純利用数 純利用率 空床利用 総利用率 １日平均 キャンセル介護度平均 新規利用者

４月 30 540 409 76% 12 78% 14.0 337 3.1 7

５月 31 558 436 78% 56 88% 15.9 116 3.1 7

６月 30 540 412 76% 70 89% 16.1 181 3.1 4

７月 31 558 420 75% 51 84% 15.2 190 3.1 6

８月 31 558 437 78% 109 98% 17.6 49 3.0 8

９月 30 540 396 73% 101 92% 16.6 81 2.9 8

１０月 31 558 436 78% 26 83% 14.9 51 3.2 8

１１月 30 468 362 77% 2 78% 12.1 135 3.1 3

１２月 31 558 417 75% 14 77% 13.9 207 3.0 6

１月 31 558 442 79% 50 88% 15.9 170 3.0 7

２月 28 504 444 88% 61 100% 18.0 181 2.9 6

３月 31 558 398 71% 0 71% 12.8 350 3.0 3

合計 365 6498 5009 77% 552 86% 15.3 2048 3.0 73

本館（従来型個室）ショートステイ≪2床　併設・空床≫

本館 日数 利用枠 純利用数 純利用率 空床利用 総利用率 １日平均 キャンセル介護度平均 新規利用者

４月 30 60 32 53% 63 158% 3.2 41 2.9 2

５月 31 60 62 103% 72 223% 4.3 31 3.4 0

６月 30 62 28 45% 70 163% 3.3 17 3.6 0

７月 31 62 25 40% 19 73% 1.4 4 3.3 0

８月 31 60 37 62% 34 118% 2.3 30 2.9 1

９月 30 62 25 40% 60 142% 2.8 19 2.7 0

１０月 31 62 33 53% 46 132% 2.5 16 3 0

１１月 30 60 39 65% 0 65% 1.3 0 3.1 0

１２月 31 62 41 66% 0 68% 1.3 2 3 0

１月 31 62 27 44% 0 45% 0.9 18 2.4 0

２月 28 56 32 57% 0 53% 1.1 10 3 0

３月 31 62 38 61% 0 63% 1.2 1 3.3 0

合計 365 730 419 58% 364 109% 2.1 189 3.1 3

平成29年度　（介護予防）短期入所生活介護　利用実績
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【ユニット型特養部門～新館～】 

 

【平成 29年度 部門目標】 

ユニットケアの専門性を向上し、エビデンスケア（根拠のある支援）を推進する 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

【平成 29年度活動の成果】 

 

【各ユニット目標と成果】 

① ツツジユニット「利用者様を一番に考え個々に合った支援をしていく」 

職員都合や集団と捉えての支援にならないようにと設定行う。継続して職員間で確認行うも集団と捉えてしまう

場面もみられた。 

 

② サクラユニット「四季を感じられる生活支援をチームとして取り組んでいく」 

公園や買い物レクと４回外出以外に日常の近隣散歩と外出の機会を持つことが出来た。また、その時期に合っ

た行事に参加していただくと同時に、フロア内の装飾も季節感のあるものを行い、四季を感じていただくことが

出来、ご利用者にとってメリハリのある生活の提供が出来ました。 

 

③ アカシアユニット「無理強いしない日々安心して有意義に暮らせるよう寄り添う支援」 

ひとり一人特別な日（お誕生日）２９年度も無事お祝いすることが出来る。接遇面では他部署主任の協力のもと

ユニット内研修を実施、声掛けや対応を初心に帰ることが出来た。 

 

 

 

 

設備管理/コス
ト削減につい

て

①プライバシーの配慮・入居者への観察力向上の視点からコスト意識に繋げる。（ドアの開閉・電気・
室温等）
②福祉用具使用について各ユニットで使用根拠の見える化を図ります。

新館独自の行動
計画について

①ユニット内外の設えの推進。（生活水準の向上）
②ユニット外活動の推進（パブリック・セミパブリックの活用）
③２４ｈシート活用準備。

職員教育に
ついて

①ユニットケア基礎研修。
②ユニットケア入居者体験研修。（年間で各ユニット職員１名他ユニットにて入居者体験）
③ユニット内研修の開催。介護技術の向上とスタンダードを構築する。

役職者会議
4月）新年度の工程説明。6月）基礎研修の振り返り。新人評価。9月）上半期の振り返り。1月）次年度
についての計画。3月）年度振り返り。　　＊必要に応じ不定期の開催や1階・2階の役職者会議を行う。
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④ フジユニット「入居者の状態、状況や必要とするニーズを見極めチームとして取り組む」 

・生活担当の役割を意識した取り組みの推進 

障害やその暮らし方を細かい部分まで観察し、必要な支援や課題が見えたらすぐに検討して手を打つという取

り組みを定着させていった。常に先手を取ったケア実践する流れが生まれ、物事を敏感に察知し、褥瘡や事故

の未然防止などにも結び付いた。その人の暮らしに必要な「自立支援」にも視野を広げ、ユニット費で「自立支

援用品」も取り揃えていった。（背中洗いブラシ、足指洗浄マット、片麻痺用の義歯洗浄用品…など） 

・ニーズの把握 

ご家族にもいろいろな話を伺いながら、暮らしに反映出来るよう取り組んだ。遠方への外出企画では、ご家族の

希望により一緒に参加していただく機会も得られた。施設に入居しても「家族と職員が一緒に考えながらやって

いく」という関係を保ちながら進めて行けたように思う 

・その他 

「１年ほどで亡くなる」そう知らされていた方の１年間の暮らしに寄り添った。元気な時から最期の時を迎えるまで

の１年間の介護過程そのものがユニット目標どのものに直結し「チームとしての集大成」そのような実感が得られ

る支援となった。 

 

⑤ ウメユニット「入居者様の生活スタイルに視点を合わせた寄り添うケア 

また、スタッフのクオリティの向上」 

・ユニットの設えをよりユニットらしくする 

ユニット内が殺風景であり他ユニットとあまり変わらず、設えを良くするためにもユニット職員一丸となって、ユニ

ット内のレイアウト変更。ウメユニットしかない物の設置など行ってきた。背景として、認知症の方への支援の一

つとして、ユニットから出ていってしまっても、戻ってきたときになんとなくいつもいる場所と落ち着いて頂けるよう

な空間を提供するという意味もありました。事情により一時殺風景に戻ってしまう時もありましたが、職員の頑張

りで観葉植物や水槽といった個性のある設えが出来、他ユニットとの違いが表れたのではないかと思います。 

・ユニット炊飯の推進 

ユニット炊飯を行う為の準備として、各利用者様のマイ箸、マイスプーンを購入。２９年度内にユニット内でご飯

を炊くというところまでは出来ませんでしたが、３０年度に向けての下準備を行いました。  
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【従来型特養～本館～】 

 

【平成 29年度 部門目標】 

① 接遇力の向上 

② 同じ目標を共有できるチームつくり 

 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

平成 29年度 活動の成果 

【部署目標について】 

① 接遇研修３回実施 認知症について理解し接遇力を向上していくではご利用者の気持ちの理解を 

行う機会を持ち、改善はみられるようになった。 

② チームつくりの研修を行うことは出来なかった。職員の考えの違いをグループ会議で話し合うことは出来ま

とまりを感じてが、個々の根本的な考え方の変化が見られないため、同じことを繰り返した。 

 

【本館活動について】 

① 本館全体レクとして運動会を昨年と同様ご家族を招待する。前年より参加人数の減少があったが、ご利用

者ともに笑顔を見ることが出来ました。 

② 居室に建具を設置し、プライベートな空間を提供することが出来るようになりました。ご利用者やご家族も

大変喜ばれていました。グループ特別費を利用し、居室に飾るコルクボードをひとり１枚購入する。 

③ ほのぼの導入に向け、部署内研修の実施。多人数のご利用者対応をどのように進めていくのか検討行い、

導入に至る。 

 

ハナ

ニジ

ツキ

ホシ

本館独自の
行動計画に

ついて

・前年度に引き続き接遇についての研修を実施。ひとり一人が接遇について考える時間を設け行動を起
こしていく事を目的とする。
・良いチーム作りを目指し研修を行っていく、チームで同じ目標に向かえることを目標とする。  ※特
別グループ費はご利用者のお好きなDVDを購入し1F2Fで共有する

個々の個性や思いを引き出し職員全体で受け止め安心して生活を送る事が出来るように努
力します

・職員が安心してケア出来るように教育とチームケアを確立していく
・ご利用者にとって安心・安全・安楽な環境作りと、個々の思いを尊重する

ご利用者の思いを(訴え時以外も)傾聴するよう心掛けていく

落ち着いて笑顔で話す心掛け
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【短期入所部門】 

 

【平成 29年度 部門目標】 

各ユニットの特色をだすため、会議、行事の継続、向上。専門職としてのコミュニケーション、介護技術、知

識の質と量を向上させ個別に合わせたサービスにつなげる。 

教育をテーマに、システムの見直し、各職員に合わせた知識・技術の向上を図る 

 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

平成 29年度 活動の成果 

ケアサービスの向上について 

① 今年度介護主任と担当の２人でショートケアプランの作成をおこなった。作成時間を設けケアプラン

に取り組めた事はよかったが、まだまだ作成時間の確保がむずかしく来年度に向けての課題になる。 

② 今年度忘れ物 14 件、前年度 13 件 前年度よりも 1 件増えてしまった為、再度課題を分析したうえで

まだまだ減らせる忘れ物もあるため来年度向けて改善していきたい。 

③ 誤薬は今年度 6件あり、まだ名前の確認間違いや薬箱の間違いの事故もあり事故の分析し来年度は

確認すれば防げる事故はゼロを目指す。その為システム見直しや職員の周知を再度徹底していく 

④ 4月職員に自分の課題をアンケートとり、それをもとに 5つのグループに分け 10月に研修発表を行っ

た。（食事、排泄、ボディーメカニクス、移乗、体交）課題を自分達で調べおこなえたことで、知識の向

上に少しつなげられたと感じる。またグループで取り組めたことで普段とは違う意見交換の場にもなり

チームケアの向上にも繋がった。 

 ショートステイ部門独自の行動計画について 

① おやつレクは毎月 2回実施。2月に昼食に食事レクを開催。炊き込みご飯と味噌汁を作り 

おやつレクの幅を増やした。また 3月出前レクで海鮮丼を召し上がり、レクの幅も増えたと感じる。 

② 10月の職員内部研修実施。会議はほぼ毎月行い個別ケアの話し合いがおこなえた。来年度継続 

③ 相談員、医務との定期的なミーティングは今年度おこなえてないものの、その都度、話し合うことはお

こなっている。 

モモ

モクレン 《環境整美》　身だしなみからユニットの清潔に勤め、心身共に清らかに利用者様に接する事を心掛ける

介護職のプロとしてのプライドを持って、技術・知識・接遇を追求し、オーダーメイドの個別ケアを提供する。

ショートステイ

部門独自の行動
計画について

①外出レク、おやつレクの質の向上を図る（おやつレクの毎月開催の継続、向上。全体レクは四季に合
わせた行事を計画
②各職員研修などをし、介護技術の向上。２９年度は毎月各ユニットでも会議を行い特色を見出し、個
別に合わせたサービスの質の向上を図る。
③相談員、医務とのミーティングを定期的に行い、他部署との連携を深めショートステイ全体の業務を
スムーズに遂行していく。
④ユニット炊飯の向上（朝食、夕食時の炊飯検討。炊き込みご飯等ご飯の質向上）
⑤ショート広報誌作成検討（家族に向けてのアンケートも検討）

ケアサービスの

向上について

①ｓｓケアプラン：適宣かつ、適時性のあるプランを計画し、サービスを提供をできるよう相談員・介
護主任とで連携し随時作成して行く。
②忘れ物チェックのシステムの見直し、向上。（２８年度の忘れ物原因を見直し、２９年度に向ける）
③誤薬、医務とも連携を図り、薬管理の仕方、服薬方法の見直し、誤薬ゼロにつなげていく。
④教育のシステムを再度見直し、各職員に課題に合わせた介護技術向上を図る。
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【栄養部門】 

 

【平成 29年度 部門目標】 

方針・目標： 『ご利用者様の一人ひとりに対する食に対する満足を目指し、安全で栄養状態の維持・向上が

出来る食事を提供する』 

具体的な取り組みの目標： ①栄養ケアマネジメントの見直し（施設職員全体に伝達）  ②提供献立の充実

（食事意見アンケートの実施） 

 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

平成 29年度 活動の成果 

【栄養マネジメントについて】 

・食形態変更の際は、CMや医務だけではなく、ユニットの職員も交えて行った。 

・肉のみ刻みやパン 1/10カット等利用者個人の体調、嚥下状態に合わせた食事の提供を行った。 

・体重測定の結果や血液検査の数値を見て、栄養補助食品の提供を開始した。 

【献立について】 

・日本各地のご当地食、季節に合わせた行事食、誕生日会の特別献立の実施。 

・各ユニットのご利用者からのリクエスト食もカニ汁やガーリックライス等のユニークな献立を提供できた。 

【研修会について】 

・市内の 2施設見学に行った。 

・排泄ケアの研修では、便秘の利用者への補食や献立の工夫の方法を学んだ。 

・ユニットケア研修では他職種による食事管理を学んだ。 

【厨房物品について】 

・食洗機が新しくなり、食器の洗浄時間が短縮できた。 

配食サービス
等について

ふれあい給食に関して
・バランスの良い献立の充実
・季節ごとに行事食の提供を実施し、利用者に季節感を味わっていただく。
・今年の9月末で終了予定のため、利用者から良かったと思っていただけるような献立の工夫。

管理栄養士独
自の取組

栄養ケアマネジメントに関して
・来所された家族への説明の時には必要に応じて写真付きの食事形態を見て頂き、理解を得る。
・食形態変更の記録を必ず連絡表で残すこと。
・経管栄養剤の統一を目指していく。

職員指導、献
立について

大量調理、衛生管理マニュアルについて
・大量調理マニュアルに沿った調理手順、衛生管理の徹底。
献立について
・行事食、ご当地食、おやつバイキング等を組み込んだ献立の提供。
・苦情、変更などは、その都度対応していく。

設備管理/コス
ト削減につい

て

厨房機器の故障による修理、コスト削減について
・機械の手入れ・清潔保持の徹底。
・食器類は、清潔感を重視していく。
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ふれあい給食実績
平成25年度配食数(食)平成26年度配食数（食）
4月 466 4月 471
5月 443 5月 508
6月 392 6月 479
7月 428 7月 478
8月 442 8月 448
9月 434 9月 445
10月 416 10月 455
11月 414 11月 412
12月 410 12月 408
1月 439 1月 365
2月 462 2月 359
3月 476 3月 384
合計 5,222 合計 5,212

4月 364
5月 402
6月 425
7月 424
8月 425
9月 424
10月 470
11月 496
12月 502
1月 530
2月 550
3月 569
合計 5,581

平成27年度配食数（食）
4月 543
5月 554
6月 536
7月 538
8月 540
9月 517
10月 488
11月 478
12月 448
1月 416
2月 399
3月 443
合計 5,900

平成28年度配食数（食）

4月 493
5月 504
6月 499
7月 462
8月 440
9月 367
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計 2,765

平成29年度配食数（食）

相模原市からの受託事業であった「ふれあい給食」については、市

の受託先民間企業移行に伴い、平成 29 年 9 月末までで法人との委

託契約は終了となっています。 

田名地区社会福祉協議会の配食事業における配達員集合場所の一つ

として、引き続き塩田ホーム正面玄関付近を利用していただく等の

場所提供を継続しています。 
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【医務部門】 

 

【平成 29年度 医務部門目標】 

① 新体制に向けての連携強化  

② 利用者の重度化・看取り体制への対応  

③ コスト管理の視点から業務の見直しと改善を行う 

 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

平成 29年度 活動の成果 

【職員指導】 

① 入職時業務マニュアルを使用してのオリエンテーションを実施した。 

② 各担当のケアや委員会に関連した内容の外部研修に参加してもらい、内部研修や委員会活動を通じて、

得た知識を活用した。 

【利用者健康管理、機能訓練】 

① ほのぼのソフトを全員が入力できるようになり、受診履歴や体調、内服変更など医務室内の情報を一括管

理することで、受診時などスムーズに引継ぎができるようになった。 

② 健診結果の情報共有は行えるようになったが、本人・家族へは特記事項のある方の連絡のみ行う。 

③ リハビリの計画の評価・見直しは継続している。 

④ ショートの受け入れは他職種とともに情報を共有し、受け入れが可能か検討して入所につなげた。 

【設備管理・コスト削減】 

① 医療材料の過不足については問題なく実施した。 

② 医療機器の点検を行った。 

③ 人員配置・業務の調整をしながら、残業が減少できるよう調整したが、内服や受診など外部に影響される

ところもあり、課題もあった。 

【医務室独自の行動計画】 

① 委員会やケアの分担を実施した。 

② 看取り対応に当たり、医療行為に対してのケアの統一を朝の引継ぎ時間を通し実施した。 

③ 記録の電子化を全員ができた。 

医務室独自の
行動計画につ

いて

①委員会、ケアの担当、内服管理など業務分担をし、マニュアルの整備によりケアの質を保つ。
②看取り対象となる方があった時、医療やケア実施について統一した対応ができるようカンファレンス
を実施する。（医務室内での統一、および職員間への統一）③記録電子化に対応し、共有した情報を生
かせるように試行し定着させる。

職員指導に
ついて

①入職時業務マニュアルを使用し、OJTによりオリエンテーション実施する。
（提供する看護ケアの質の維持）
②外部研修に参加し参加職員による内部研修へつなげてゆく。

利用者健康管
理、機能訓練
等について

①申送り・記録の電子化を利用し日常の体調不良については、早期対応（受診検討や医師報告等）できるよう調整する。
②誕生日とその半年後の健康診断の結果を本人・家族に報告し、また、職員間で情報の共有化をはかり、よりよい暮らし

につなげてゆく。

③生活リハを中心にADL向上につながるよう、アドバイスや実施指導を行ってゆく。
④ショート部門にて緊急の入退所に対応できるよう調整する。

設備管理/コス
ト削減につい

て

①医療材料の過不足なく物品管理を行う。
②医療機器の点検・管理を定期的に行う
③人員配置の調整や業務の見直しにより、残業を減らす。
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【デイサービスセンター】 

 

【平成 29年度 部門目標】 

① 日常支援総合事業完全移行や基準緩和の受け入れなど柔軟に事を見極め次なる事業所展開を視野に

入れ、在宅生活の維持を希望されるご利用者様、ご家族様の期待に応えられるよう介護職として日々誇り

を持ち、良い関係性が築けるよう努力いていく。 

② 日曜提供という近隣施設でもまだなじみではない試みが始まりました。今度も地域貢献につながる一歩先

行く試みに挑戦する。                                                                                      

 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

 

平成 29年度 活動の成果 

日曜日のサービス提供という近隣事業所の一歩先を行く試みがありましたが 29年 9月には定員数を超えそれ以

降は安定した稼働が保たれています。日曜日を始めたことによりこれまで以上に他事業所の繋がりが増え、まだま

だ可能性は広がります。しかし新体制になり初歩的なミスがおおくみられ油断から事故に繋げない為にも、職員間

でのコミュニケーションでの情報の共有化の継続を行いたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービス部門
独自の行動計画

について

28年度はご家族様や地域の方の参加を集い開所初のバザーを開催し、沢山の方に参加して頂き、その収益は熊本県の復興支
援金と相模原社会福祉協議会へ全額寄付することができました。日曜日のサービス提供が始まりレクレーションに幅が広がり、こ

れまでの活動に＋αされた新たな企画や今後も慈善活動の継続、自施設の特徴を生かし、地域や部署間のコラボレーションが
実現化できるよう目指します。

設備管理／コスト
削減について

建物の老朽化が進み危険個所をしっかりと踏まえ修繕すべき個所は速やかに行いご利用者様に安全なサービスと不備のない
対応が常に行えるよう設備管理を今年度は特に着目していきます。コスト面でも、前年度同様に、物品に対し丁寧に扱うこと、多
量なストックの禁止、必要にお応じた新規購入の検討など意識を高め、施設の内の共同物品については他部署との連携を密に

行い責任ある行動を継続します。

新たな施設理念を踏まえ日々変わりゆく介護に遅れることなく、ご家族様にはレスパイトケアの充実、ご利用者様には在宅生活
に必要な生活動作の維持や低下防止、健康面での変化を早期に発見できるような観察力を強化し、ご家族様又は医療機関へ
積極的な情報提供や、個別機能訓練の達成度を上げる事で、現在の在宅生活を維持できるよう新たな取り組みに合う加算を積

極的に取得することを目指しサービスの向上につなげます。

ケアサービス向上
について

職員教育（安全対

策等）について

内、外の研修を積極的に計画し、適切なマニュアルに沿って安全で安心なケアをチームで学び、知識を得て実践に繋げること

で、リスクを減らしご利用者様やご家族様が抱える問題に専門職として適格な助言の行える職員の育成を目指します。
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【（介護予防）訪問介護事業】 

【障害福祉サービス 居宅介護事業・特定相談支援事業】 

 

【平成 29年度 訪問介護（介護／障害／有償運送）部門目標】 

①より良いサービスの提供を継続するために情報の交換・共有に努め、共通の視点でサービスを提供していくと共

に利用者の生活や心身に関わる変化を見落とさないように常に『気づき』の目を養っていく。 

②新たな利用者を獲得し、業績改善に努めていくとともに、サービスの質の向上を常に目指していく。 

③利用者から計画書にないサービスを求められた際は、自己判断せず必ず責任者へ確認し指示を仰ぐように周知

徹底する。 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

平成 29年度 活動の成果 

＜介護保険訪問介護事業＞ヘルパーの年齢層が高いことなどから、業務内容によっては、派遣することや急

な支援などの対応にも難しくなり、利用者にご迷惑をかけることもありましたが、協力や理解を頂きながらの一

年でした。登録ヘルパーやサービス提供責任者が退職後、ヘルパーの負担も多かったが、皆の協力などから

利用者数も増えました。 

＜福祉有償運送事業＞前年度と比較すると稼働状況としては 2割程度低下しているが、登録されている利用

者に対して、安全な移送業務を心掛け、無事故無違反で事業を継続していけるように、今後も安全運転講習

等を活用していきたい。 

＜障害福祉サービス居宅介護＞障害者へのサービス提供については、年々ニーズが多くなっている。塩田ホ

ーム訪問介護事業の主となる介護保険事業に引き続く、大きな事業となっているので、事業所体制を維持継

続していくことに大きな意味を感じる年であった。 

＜移動支援事業＞ガイドヘルプに関する地域ニーズの多さを実感した年であった。利用者目線で考えたと

き、行動援護事業の活用が求められるため、平成 30年度の行動援護指定取得を目指す。 

＜特定相談支援事業＞ 

平成 28年夏から事業がスタートし平成 29年 4月には 2名の計画相談から始まり、3月末には 14名の計画

相談を担当しています。主に精神障害者が多く、様々なケースがありますが、利用者一人ひとりに寄り添いな

がら、共に支え合い生きる社会が実現できるように心がけ支援していきます。 

訪問介護部門独

自の行動計画に
ついて

・介護保険としてサービス提供が可能となる範囲を改めて周知し、ヘルパーの独断によるサービスを提供してはなら
ないことを徹底する。
・ﾍﾙﾊﾟｰとしての自覚を持つ（内部研修の強化を図り、ヘルパーの資質の向上を目指す）
・ご利用者の声をしっかりと受け止め、サービスの満足度を向上させていく。
・利用者からの相談、苦情には、迅速かつ適切に対応し、必要な措置を講ずる。必要に応じ第3者委員、市町村、国

保連に協力を得る。

設備管理/コスト
削減について

・サービス提供責任者も支援に入るが、急な問い合わせや相談などにも迅速に対応できるように努めていく。

・ホーム周辺のお宅は、出来るだけ徒歩又は自転車で移動する。
・サービス提供中に利用者の病状の急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する体制をとり、
管理者に報告する。主治医への連絡が困難な時は、医療機関への緊急搬送等必要な措置を講ずる。

職員教育
（ケアサービス
の質の向上、安
全対策につい

て）

主な研修内容/・内部研修は一月に１回以上開催し、ヘルパーが一人ひとり個別研修計画を立て外部
研修を受講しそれぞれの目標を達成する。新人研修（採用時研修）では、ヘルパーと同行訪問し、
適切なサービスを提供できるように指導します。継続研修では、塩田ホーム職員としての倫理・心
得、適正な介護技術の実施等をテーマとし取り組んでいきます。
・月1回のヘルパー会議では、利用者一人ひとりの生活の質向上を目指し、評価に努め、共通の視点
でサービスを提供します。利用者の生活や心身にかかわる変化を見落とさないように「気づき」の
視点を養っていくように取り組んでいきます。　また、サービス提供中での事故防止に努め、苦情
相談等の対応については、その都度話し合いながら対応をしていきます。　職員のストレスチェッ
ク・腰痛防止などに取り組み、一人ひとりが、より良いサービスが提供できるようにしていきま
す。
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＜訪問介護実績＞ 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 前年比 

介護サービス：利用数（延回数） 5617 5625 6939 5619 80.9％ 

障害居宅介護：利用数（回数） 0 24 931 779 83.7％ 

移動支援（回数） 0 11 68 147 216.1％ 

特定計画相談（延件数） 0 0 7 65 928.6％ 

 

＜福祉有償運送事業実績比較＞ 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 前年比 

運送回数（回） 94 282 912 752 82.4％ 

運送距離（㎞） 428 1,684 4420 3772 85.3％ 

※運送回数は片道を 1回とする 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用者人数 59 59 62 57 62 67 64 63 63 63 63 67 749

利用回数 525 482 443 500 504 486 472 461 470 403 428 445 5619

稼働時間数 578:15:00 535:00:00505：75：00590:45:00557：90：00577:50:00567：64：00548：85：00570:00:00503：80：00534:30:00 543:26:00 3929:46:00

訪問介護員人数（サ責）11（3）11（3）12（3）12（3）12（3）11（2）11（2）11（2）11（2）11（2）12（2）12（2）

総合事業対象者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 11

要支援１ 3 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4 6 57

要支援２ 14 15 17 17 16 17 18 17 17 18 19 16 201

要介護１ 10 10 9 9 11 10 9 9 9 10 11 11 118

要介護２ 20 18 18 18 17 16 14 14 14 14 14 14 191

要介護３ 3 5 6 6 5 6 8 8 6 6 5 5 69

要介護４ 2 3 4 5 6 6 6 6 4 4 4 4 54

要介護５ 0 1 2 2 3 4 4 3 3 2 2 2 28

障害（居宅サービス） 5 5 7 7 7 5 4 7 8 8 11 10 84

移動支援 4 5 6 6 6 6 6 6 7 5 5 5 67

有償運送利用数（人） 16 15 18 18 11 13 13 12 11 9 10 13 159

運送回数 90 88 87 100 73 66 47 43 43 33 38 44 752

運送距離（㎞） 479 430 461 508 369 364 245 208 184 177 161 186 3,772

特定計画相談 2 2 3 3 4 3 3 6 7 8 11 13 65

₳ ₴↓ ᵂ˺ ˗ ϐὕ ʝ
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4月 １４日（金） ヘルパー会議/倫理規定・法令遵守（内部研修）

５月 １９日（金） ヘルパー会議/プライバシ―保護と個人情報について

６月 ３日　４日 福祉有償運送研修（外部研修）
２３日（金） ヘルパー会議/接遇まなーについて（内部研修）

７月 ２１日（金） ヘルパー会議/感染症及び食中毒の発生の予防及びまん延防止について
（内部研修）

８月 ２５日（金） ヘルパー会議/防災時の対応と事故対応（内部研修）

９月 ２２日（金） ヘルパー会議/事故対策危険予知トレーニング（内部研修）
29日（金） 精神障害者地域移行研修（外部研修）

１０月 １３日（金） 難病患者等ヘルパー養成研修（外部研修）
２５日（水） 安全運転講習会（外部研修）
２７日（金） ヘルパー会議/インフルエンザ・感染症対策（内部研修）

１１月 1７日（金） ヘルパー会議/認知症ケアについて（内部研修）
１７日（金） 大人の発達障害について（外部研修）
18日（土） 相模原介護の日大会

１２月 １５日（金） パーソナリテイー障害について（外部研修）
２２日（金） ヘルパー会議/窒息のリスクと予防（内部研修）

１月 １９日（金） ヘルパー会議/境界性パーソナリティー障害について（内部研修）

２月 ２３日（金） ヘルパー会議/医療行為について（内部研修）

３月 １６日（金） メンタルヘルスセミナー【ストレスマネジメントを中心に】（外部研修）
２３日（金） ヘルパー会議/介護記録について（内部研修）

平成２９年度ヘルパー会議・内部外部研修
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【居宅介護支援事業所】 

【平成 29年度 部門目標】 

介護保険法の改正や国の指針の見直しにも対応していけるよう情報収集を行うと共に、各種研修や学習会へ

の参加を通して、各ケアマネージャーがどのようなケースにも適切なケアプランを提供できる能力を身に付け、

広く地域に貢献していける事業所を目指します。また、今後は医療的なケアの必要な方や支援困難なケース

の増加が予想され、介護保険だけでなく医療に関することや、生活保護や成年後見など、様々な制度の利用

も不可欠となることに備え、制度への理解を深めるとともに、情報収集や各部署との連携を強化していきます。 

 

【平成 29年度 項目別行動計画】 

 

 

平成 29年度 活動の結果 

平成２９年度は各ケアマネージャーが様々な状況のご利用者を担当した経験から、他職種との連携や様々

な視点を持って支援に取り組んできた一年でした。 

次年度も引き続き各地域の福祉施設や高齢者支援センター、居宅介護支援事業所、地域の役員（自治

会、民生委員等）との「地域ケア会議」にも積極的に参加して情報交換を行い、介護保険だけではなく、地域

の様々な力を使って困難事例に対応していく方法を模索していきます。 

国の指針である「医療と介護の連携」をさらに進めて行けるよう学んでいくと共に、引き続き担当件数の増加

と各ケアマネージャーの能力の向上を目指して業務を行っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

居宅介護支援事

業所部門独自の

行動計画につい

て

５名のケアマネージャーが新規利用者の獲得のため、各地域包括支援センターとの関係を密にしていく。また、それ
ぞれが担当しているケースの情報を事業所全体で共有できるよう定期的に事例検討を行ったり、支援困難ケースにつ

いては検討会議も随時行いながら対策を講じていくためのシステムを作り上げる。

職員教育（ケア

マネジメント

サービスの向

上）について

事業所内での定例会議を開催しケアマネ間での情報共有を徹底すると共に、各ご利用者のニーズに沿った介護計画を
立案し、的確なサービスの調整ができるよう、アセスメント能力や面接力の向上を目指す。特定事業所として各種研

修への参加を積極的に行っていく。また、法人内の他のサービス（訪問、通所、短期入所、本入所）との連携を密に
して、ご利用者やご家族の立場に立った、連続性のあるきめ細かいサービスの提供ができるようにする。

職員教育（相談

援助環境の向上

等）について

年々、独居や老老介護、障害や持病をお持ちの在宅要介護者が増えて来ており、これまで以上に柔軟な対応ができる
体制が必要になっている。また介護にあたるご家族にも様々な事情や要望があり、それぞれのご利用者が置かれてい
る状況をより的確に把握できるように、さらなるアセスメント力の強化を図るとともに、相談しやすい環境や姿勢な
どを身に付けていく。

設備管理/コスト

削減について

（共通）

節電のため、訪問時に事務所が無人になる際などには消灯し、エアコンやパソコンもオフにするなどを徹底する。ま
た、コピーの仕損じなどにも注意して無駄な用紙が出ないように意識する。室内の温度も温め過ぎず、冷やし過ぎ
ず、服装などで調整する。近隣の場合には徒歩や自転車を活用して訪問するよう心がける。



27 

 

居宅介護支援事業所担当件数実績 

 

平成 25年度 居宅介護支援事業所実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

介護 84 90 92 91 86 87 86 90 89 84 87 94 974 

支援 15 15 15 15 18 17 17 17 18 22 22 22 213 

平成 26年度 居宅介護支援事業所実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

介護 95 101 107 111 114 120 130 127 134 129 137 141 1446 

支援 24 26 27 27 20 27 28 29 29 29 29 29 324 

平成２７年度 居宅介護支援事業所実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

介護 138 137 145 148 148 147 147 142 143 138 136 129 1698 

支援 12 12 13 15 15 15 15 15 15 15 15 12 167 

平成 28年度 居宅介護支援事業所実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

介護 124 129 126 132 127 126 124 129 133 134 133 134 1551 

支援 16 16 16 17 17 19 20 21 21 21 22 25 231 

平成 29年度 居宅介護支援事業所実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

介護 136 136 143 135 136 129 134 128 123 126 123 122 1571 

支援 30 39 38 37 34 34 33 33 33 32 32 31 406 

 

 

平成２9年度 平均（一人当たり）担当件数（介護 年度末時点） 24.4件 

平成２9年度 平均（一人当たり）担当件数（予防 年度末時点） 6.2件 

前年度比率（介護延担当件数 対 平成 28年度） 91％ 

前年度比率（予防延担当件数 対 平成 28年度） 124％ 

 

 



28 

 

【事務部門】 

 

【平成 29年度 事務部門目標】 

・部署内で業務内容を共有し、将来的に各事務職員が同じレベルで業務が出来るように進めていく。 

・コスト意識を高く持ち連携を図る。 

 

平成 29年度 部門別目標 

 

 

平成 29年度 活動の成果 

 税理士を新たに顧問契約したことにより、その専門的指導を経理業務に取り入れることができるようになりました。

また、平成 30年 1月より社会保険労務士の顧問契約も新たに取り入れており、労務管理についての相談窓口を確

立し、中間管理職向けに定期的な勉強会も行うことができるようになっています。 

 また、事業計画に沿って車両管理を行っているが、日常清掃の中での共有スペースの掲示物や物置の整理、摺

パの整理等へ力を入れるべき点も課題として挙がっており、次年度の課題として取り組んでいる。 

 

 空調管理をはじめとしたコスト削減に向けた取り組みについてでは、日常業務のなかでの定期的な巡視の必要性

を感じる年となったため、次年度に向けて事務員のみではなく、介護職員に対しても意識を高めていくことができる

ように取り組んでいく必要がある。 

 

 設備更新に係る助成金等の手続きや職員の研修受講促進のための助成金申請手続き、また障害者雇用促進等

における助成金の手続きなど、労務管理や人事管理を行っていくうえで必要な事務業務を過不足なく進めていくと

ともに、日々のコスト意識の向上を図っていくことを平成 30年度も継続していきます。 

 

事務部門独
自の行動計
画について

・毎日の出退勤時に照明の確認を致します。冬期と夏季に合わせた時間を設定します。
・5月と11月にホーム車両のオイル交換を行います。8月と12月に全て車両の洗車を実施しま
す。
・週に1回、共有スペースの掲示物や置物の清掃を行います。
・毎日の始業時にお客様用の下駄箱のスリッパを整頓します。
・巡視を毎日行い空調の温度設定を確認いたします。

職員教育/総
務・労務管
理について

・新ソフト導入に伴い、そのソフトの機能を充分に理解し適正な人事管理を行います。
・手当等に誤りが無いように各職員の身上確認を定期的に行います。
・障害者雇用促進法を確認し、障害者の雇用に取り組み、その方が健全に就労が継続できる
ように支援します。

設備管理/経
理管理につ

いて

・新たな税理士事務所と連携を図り指導を受け、部署の職員が適正な経理管理が遂行できる
よう　に業務に関わっていきます。
・電気・水道・ガス・ゴミ廃棄費用等、毎月の費用負担を前年度と比較し分析を行い適正な
費用負担となるよう対応いたします。
・不定期な支払の内容については整理整頓を行うことで重複した購入を未然に防ぎます。



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度　塩田ホーム　職員数比較表

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

30 33 2 1 0 3 1 4 33 41

6 23 3 7 0 11 0 0 9 41

29 34 3 1 0 3 1 4 33 42

5 22 2 7 0 8 0 0 7 37

28 38 3 2 0 3 1 4 32 47

8 19 4 5 0 9 0 0 12 33

※施設…特養介護職、生活相談員、医務室スタッフ、事務員、宿直スタッフ、送迎スタッフ

平成29年度　退職者数 平成29年度　入職者数

介護職(常勤） 3 1

介護職（非常勤） 1 5

看護師（非常勤） 2 1

通所介護（常勤） 2 2

通所介護（非常勤） 2 1

特養相談員（常勤） 1 1

特養相談員（非常勤） 1 4

訪問（常勤） 1

登録ヘルパー 1

その他（非常勤） 4

合計 18 15

※すべて自己都合による

124
非常勤 非常勤 非常勤 非常勤 非常勤

45

平成29年度末
（Ｈ30.3.31）

常勤 常勤 常勤 常勤 常勤

50

介護職(常勤）

介護職（非常勤）

看護職（常勤）

通所看護（非常勤）

通所介護（常勤）

平成28年度末
（Ｈ29.3.31）

その他（非常勤）

合計
小計居宅訪問

非常勤
124

119
非常勤

常勤

部門

非常勤

平成27年度末
（Ｈ28.3.31）非常勤 非常勤

通所特養

非常勤

常勤

常勤 常勤 常勤

非常勤 非常勤

常勤 常勤

常勤 常勤

74

75
常勤

非常勤

合計

登録ヘルパー

44
非常勤

79
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日付 研修名 参加人数

4/16 本館（緊急時の対応・医療に関する知識） 17
4/26 ショート（緊急時の対応・医療に関する知識） 8
5/16 新館（緊急時の対応・医療に関する知識） 16

5/30 31 認知症及び認知症ケア 44
6/20 22 事故の発生等緊急時の対応 42
7/26 27 食中毒予防 52
9/28 29 事故発生予防 44

10/30 褥瘡予防　ポジショニング（福祉用具） 28
11/15 16 感染症まん延防止（ノロウイルス、インフルエンザ） 43

2/8 労務管理について 6
2/12 オムツの当て方 19
2/28 法令遵守(医務) 11

2/26～3/18法令遵守(サクラユニット) 5
3/18　3/24法令遵守(ウメユニット) 4

3/18 法令遵守(新館１F) 7

3/14 法令遵守(新館２F) 8
3/26 法令遵守(本館) 20

法令遵守(ショートステイ)
3/14 身体拘束グループワーク(新館２F) 8

身体拘束グループワーク(ショートステイ) 10
3/18 身体拘束グループワーク(新館1F) 6
3/26 身体拘束グループワーク(本館) 20
3/29 身体拘束₍定義、虐待予防)　看取り　個人情報 41

平成29年度　施設内 研修実績

部署（職種）延べ人数
施設長 2
事務 1
相談援助 9
医務 7
栄養士 3
居宅 10
訪問 13
デイ 1
介護 41
合計 87

外部研修参加部署別参加延べ人数
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日付 参加研修名 参加部署 参加人数

4/10 褥瘡予防概論 医務 1

4/10 褥瘡予防概論 介護 2

4/17 介護職員初任者研修（25日間） 介護 1

4/21 認知症事例検討 居宅 1

4/26 新入社員防災研修 介護 3

5/11 ＣＳＷ養成研修（3日間） 相談援助 1

5/17 対人援助技術 居宅 1

5/21 褥瘡予防、ポジショニング研修 医務 1

5/21 褥瘡予防、ポジショニング研修 介護 1

5/31 認知症の行動・ＢＰＳＤ 居宅 1

6/3 福祉有償運送講習（2日間） 訪問 1

6/17 家族の心の揺れ、看取り期のケア 医務 1

6/17 家族の心の揺れ、看取り期のケア 介護 1

6/23 ケアプラン作成研修（2日間） 居宅 1

7/5 かながわ高齢者福祉研究会 介護 10

7/5 かながわ高齢者福祉研究会 相談援助 1

7/5 かながわ高齢者福祉研究会 事務 1

7/5 給食施設講習（2日間） 栄養 1

7/11 アサーション 医務 1

7/12 障害者雇用研修 介護 2

7/18 ユニットリーダー研修（8日間） 介護 1

8/2 救命研修会 介護 2

8/5 介護福祉士実習指導者講習会（4日間） 介護 1

8/25 対人援助、家族支援 居宅 1

8/28 認知症介護実践者研修（6日間） 介護 1

8/30 主任介護支援専門員研修 居宅 1

9/1 介護支援専門員研修・実習受入事業所説明会 居宅 1

9/1 認知症ケアの基礎 介護 2

9/7 主任介護支援専門員研修（3日間） 居宅 1

9/7 介護労働者雇用管理責任者講習（3日間） 施設長 1

9/22 喀痰吸引等研修（10日間） 介護 1

9/29 精神障害者地域移行研修会 訪問 2

10/10 ライフサポート事例検討会 相談援助 1

10/13 難病患者等ヘルパー養成研修 訪問 1

10/18 安楽な移動技術（2日間） 介護 2

10/20 個人情報保護法説明会 施設長 1

10/25 安全運転講習会 居宅 1

10/25 安全運転講習会 相談援助 1

10/25 安全運転講習会 通所 1

10/25 安全運転講習会 訪問 1

10/25 管理者研修 相談援助 1

11/3 喀痰吸引等研修（20日間） 介護 2

11/17 認知症ケアの応用 介護 2

11/17 大人の発達障害 訪問 2

11/18 さがみはら介護の日大会 居宅 1

11/18 さがみはら介護の日大会 訪問 1

11/26 医療的ケア教員講習会 医務 1

11/29 相模原市障害者自立支援協議会研修 訪問 2

11/30 ＣＳＷ養成研修（3日間） 相談援助 1

12/7 認知症介護実践リーダー研修（10日間） 相談援助 1

12/15 パーソナリティ障害 訪問 1

12/18 ユニットリーダー研修（8日間） 介護 1

1/14 神奈川県介護予防従事者研修（2日間） 医務 1

1/24 成年後見制度について 相談援助 1

2/24 高齢者への正しい排泄ケアを考える 栄養 1

3/2 プレリーダー研修 介護 2

3/5 ユニットケア研修フォーラム2018 相談援助 1

3/5 ユニットケア研修フォーラム2018 介護 2

3/5 ユニットケア研修フォーラム2018 栄養 1

3/5 ユニットケア研修フォーラム2018 医務 1

3/15 施設等における防犯に係る安全確保について 介護 1

3/16 介護職のメンタルヘルス対策 訪問 2

3/16 ケアテックス2018 介護 1

合計延べ人数 87

平成29年度　施設外研修実績
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〈社会福祉法人大地の会 役員会 運営状況実績〉 

 

【第１回理事会 平成 29年 6月 7日（水）開催】 

〈審議内容〉 

第１号議案 平成 28年度 社会福祉法人大地の会塩田ホーム事業報告 

第 2号議案 平成 28年度 社会福祉法人大地の会決算報告並びに監事監査報告 

第 3号議案 経理規程の改正について 

第 4号議案 職員就業規則の改正について 

第 5号議案 準職員就業規則の改正について 

第 6号議案 育児・介護休業等規則の改正について 

第 7号議案 社会福祉法改正に伴う新役員の選出について 

第 8号議案 役員報酬基準について 

第 9号議案 定時評議員会の日時とその議案について 

第 10号議案 社会福祉法人大地の会 社会福祉充実残高について 

 

【第 2回理事会 平成 29年 6月 21日（水）開催】 

〈審議内容〉 

第１号議案 理事長の選任について 

 

【第 3回理事会 平成 29年 8月 8日（火）開催】 

〈審議内容〉 

第１号議案 相模原市特別養護老人ホームにおける多床室のプライバシー保護のための改修事業補助金交付要

綱に基づく塩田ホーム多床室改修工事の入札について 

 

【第 4回理事会 平成 29年 10月 3日（火）開催】 

〈審議内容〉 

第１号議案 大和市特養（仮称）ほの里 南林間 新築工事 入札参加資格の要件について 

第 2号議案 平成 29年度第 1回補正予算（案）について 

第 3号議案 次回理事会開催の日程について 

 

【第 5回理事会 平成 29年 11月 2日（火）開催】 

〈審議内容〉 

第１号議案 大和市特養 入札参加事業者の決定について 

第 2号議案 大和市特養 新築工事に係る銀行借入金について 

第 3号議案 大地の会退職金積立制度について 

第 4号議案 就業規則改正について 

第 5号議案 給与規程改正について 

第 6号議案 次回評議員会の日程と招集について 
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【第 6回理事会 平成 29年 11月 29日（水）開催】 

<審議内容> 

第１号議案 大和市特養 入札結果報告 

第 2号議案 大和市特養 新築工事に係る福祉医療機構からの借入金について 

第 3号議案 大和市特養 国有地 定期借地契約について 

 

【第 7回理事会 平成 30年 3月 22日（木）開催】 

<審議内容> 

第１号議案 平成２９年度 大地の会予算の補正について 

第 2号議案 平成３０年度 大地の会事業計画書案について 

第 3号議案 平成３０年度 大地の会資金収支予算書案について 

第４号議案 塩田ホーム管理規程の変更について 

第５号議案 経理規程の変更について 

第６号議案 次回評議員会の日程と評議員招集について 

 

〈社会福祉法人大地の会 評議員会 運営状況実績〉 

 

【第 1回評議員会 平成 29年 6月 21日（木）開催】 

<審議内容> 

第１号議案 平成 28年度 社会福祉法人大地の会塩田ホーム事業報告 

第 2号議案 平成 28年度 社会福祉法人大地の会決算報告並びに監事監査報告 

第 3号議案 社会福祉法改正に伴う新役員（理事・監事）の選出について 

第 4号議案 役員報酬基準について 

第 5号議案 社会福祉法人大地の会 社会福祉充実残高について 

 

【第 2回評議員会 平成 29年 8月 9日（火）開催】 

<審議内容> 

第１号議案 相模原市特別養護老人ホームにおける多床室のプライバシー保護のための改修  事業補助金交付

要綱に基づく塩田ホーム多床室改修工事の入札について 

 

【第 3回評議員会 平成 29年 11月 22日（水）開催】 

<審議内容> 

第１号議案 社会福祉法人大地の会 平成 29年度予算の補正について 

 

【第 4回評議員会 平成 30年 3月 29日（木）開催】 

<審議内容> 

第１号議案 平成 29年度 大地の会 予算の補正について 

第２号議案 平成 30年度 大地の会 事業計画書案について 

第３号議案 平成 30年度 大地の会 資金収支予算書案について 
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〈社会福祉法人大地の会 評議員選任解任委員会 運営状況実績〉 

 

平成 29年度 なし 

 

 

 


